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【中野の歴史－偉⼈編5－】 テニスが好きな絵かきさん(⼩杉放庵)
2017.03.10 UP  投稿者︓中野区
[中野の歴史]  [偉⼈とそのエピソード]

左／⼩杉放庵「九⽉ききょう」歴史⺠俗資料館蔵 右／名古屋全⽇本
壮年ダブルスでの(左)⼭﨑喜作・(右)⼩杉放庵 (1936年頃)

昭和61年(1986)まで、中野区⽴歴史⺠俗資料館の敷地はテニスコートでした。戦前、北区⽥端にポプラ倶楽部という、作家・画家などのテニスクラブが

ありましたが、戦災により活動中⽌となり、会員であった中野区議会議⻑であった⼭﨑喜作⽒により、戦後この地で再開したのです。アマチュアとはい

ってもレベルは⾼く、公式試合では優勝者続出といった名⾨クラブでした。画家⼩杉放庵も会員の⼀⼈で昭和３年(1928)の東⽇トーナメントで優勝して

います。

⼩杉放庵(1881〜1964)は、春陽会や⼥⼦美術⼤学の創設者で有名な画家ですが、⼤正２年(1913)に渡欧した折、あちらの画
家はテニスなどをして優雅に暮らしているのを⾒て感動しました。そして帰国後、このポプラ倶楽部の中⼼的な創⽴メンバーに
なったのです。

戦前から⼭﨑喜作との親交は深く、江古⽥にクラブが再興されますと⽇々江古⽥に通うようになりました。やがて、江古⽥⼆丁
⽬バス亭の南側の⼟地を⼭﨑⽒から得て、アトリエを建てることができましたが、家族との関係から本⼈が住むまでには⾄りま
せんでした。

これらの関係から、⼩杉放庵の作品は「九⽉ききょう」「梅花遊禽図」、早稲⽥⼤学庭球部50周年記念⽫のデザイン原画など
が⼭﨑家に残され、現在、中野区⽴歴史⺠俗資料館に保管されています。

（中野区⽴歴史⺠俗資料館 館⻑ ⽐⽥井克仁）

※問い合わせ先の記載がない記事については、まるっと中野編集部までお問い合わせ下さい。
掲載場所近隣の区⺠の皆様に直接お問い合わせすることはご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。

※掲載情報は全て記事取材当時のものです。
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